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ご案内 

エンタテイメントコンピュー

ティング 2014 

 エンタテインメントコンピューティン

グ(EC)は，エンタテインメントのため

の新技術，エンタテインメントの新しい

可能性， エンタテインメントと人や社

会とのかかわりなどをテーマとする学術

会議として，2003 年より毎年開催され，

本年が 12 回目の開催となります． 今

年は明治大学中野キャンパス（東京都中

野区）を舞台とし，「遊ぶか，遊ばれる

か」をテーマとして開催致します． 研

究としてエンタテインメントを扱うこと

が広く認知されるようになり，エンタテ

インメントに関わる話題を扱う学術会議

も増えてきています． その中で，「エ

ンタテインメント」を冠する学会として

の EC の価値を見直し，参加者全員が本

気で遊び，その中で知見や議論を深めて

いける場を作り上げることで， 他のど

んな学術会議やイベントにもない楽しさ

と意義を提供することを目指します．  

そのような取り組みの一環として，本

年は簗瀨洋平氏（ユニティ・テクノロジ

ーズ・ジャパン合同会社）のゲームデザ

インによる， 参加者全員を巻き込んだ

遊び「Organized Game」を開催しま

す．参加して大いに遊び，時には

Organized Game の仕掛けに遊ばれる

だけでなく， 発表で参加者を唸らせ楽

しませる，デモ展示を通して多くの参加

者に遊んでもらうなど，遊びを通しての

真剣勝負が繰り広げられることに期待し

ています．  

トップ写真：左より，エンタテイメントコン
ピューティング 2014 プログラム委員長：鳴
海拓志 先生，実行委員長：宮下芳明先生，
特別企画ゲームデザイン：簗瀨洋平氏 

http://ec2014.entcomp.org/message.ht

ml 
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オーガナイズドゲーム 

簗瀨洋平(ゲームデザイン研究者) 

ゲーム，と聞いて皆さんは何を想像し

ますか？みんなで輪になってカードを出

し合う？それとも PC の画面に向かって

得点を競う？ 

コスティキャンの定義によればゲーム

とは「充分な情報の下に行われた意思決

定をもって，プレイヤーが与えられた資

源を管理しつつ自ら参加し，立ちはだか

る障害物を乗り越えて目標達成を目指す」

遊びです． 

多くの方々が「ゲーム」と意識されて

いるのは，既存のプロダクト……つまり

生産や流通がし易く，ゲームの管理者が

不要なコンテンツがほとんどですが，

「ゲーム」として成立する幅はずっと広

く，言うなれば全ての物事はゲームにな

ります．皆さんの日常や研究もゲームに

なります． 

EC2014 のオーガナイズドゲームは

学会参加者全員で楽しむ大がかりなゲー

ムです． 

どんなゲームかは秘密です．タイトル

もまだ秘密です． 

ただ，一つ言えるのは「必ず開催され

る」という事だけです．もしスケジュー

ルにオーガナイズドゲーム，という文字

がなかったとしても，EC2014 のどこ

かでゲームは開始されます． 

もしかすると，もう始まっているかも

知れません． 

皆さんのご健闘を楽しみにしています． 

 

 

Augmented Sports Orga-

nized Session 

野嶋 琢也 (電通大) 

 マラソン，サッカー，野球，テニス．

現代では多様な「スポーツ」が楽しまれ

ています．これらのスポーツ，紀元は古

いものの，現在のような形となったのは

主に近代以降です．それぞれのスポーツ

が生まれてから現在に至るまでの間，変

化する社会，発展する技術が，スポーツ

に絶え間ない変革をもたらしてきました． 

 そして今，このデジタル全盛の時代は，

スポーツに，そして我々自身に何をもた

らすことができるのでしょうか． 

 Augmented Sports とは，映像表示

技術，感覚提示技術，アクチュエーショ

ン技術，各種計測技術など，最新情報化

技術をふんだんに取り入れた，未来のス

ポーツです．その目的は，技術の力で現

代のスポーツに纏わる各種の限界(例え

ば距離，時間，プレーヤ運動能力など)

を一気に押し広げ，新たなエンタテイン

メント領域を見いだすことにあります． 

 その結果，もしかしたら遠隔臨場通信

技術の発展により，秘境温泉旅館対抗遠

隔卓球大会が開催されているかもしれま

せん．あるいは外骨格装置が一般化して，

体の障害の有無にかかわらず一緒にテニ

スを楽しめるようになるかもしれません．

もしかしたら 6 年後の東京オリンピッ

クでは，義足のランナーどころか，パワ

ーアシスト装置を身にまとったプレーヤ

がフィールドでボールを追いかけている

かもしれません． 

 

 これは決して夢物語ではありません．

既に義足のランナーはオリンピック本大

会に出場しているのです．そして今回の

Augmented Sports Organized Ses-

sion は，現代に於けるスポーツ変革の

最初の一歩であり，その方向性を決定づ

ける重要な一歩になると期待されます．

多くの皆様の OS への参加，そして議論

への参加をお待ちしております． 

 

 

簗瀨 洋平氏 

 

野嶋 琢也先生 

http://radiocafe.jp/
https://www.youtube.com/channel/UCbvbz4bNCcMDCY6EHzJf3_w
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参加報告 

第 32回 EC研究会 

高橋一成（東京大学） 

2014年 6月 6日，第 32回 EC研究

会が北海道大学で MVE研究会との共催

で開催されました．研究会の日程は，札

幌市のよさこい祭り・北大の大学祭と日

程が重なっていたこともあり，終始お祭

り気分で，盛んなディスカッションが行

われた研究会でした． 

私は「複合現実感システムのための空

中像と実物体の位置合わせ」というタイ

トルで発表しました．空中像の位置を簡

単な方法で計測して実物体と位置を合わ

せ，現実世界の正しい位置に空中映像を

重畳する，という研究です．質疑では，

システムを巨大化させた場合の応用方法

や，三次元空中像の実現可能性など，今

後の研究に活かせる意見を多く頂けまし

た． 

興味深い研究が多かった中でも，特に

公立はこだて未来大学大学院の野波さん

たちによる，「臨書初級者のための文字

バランス学習支援システムの構築」が印

象的でした．タブレット端末の上に乗せ

た半紙に染みた墨が導通してタッチとし

て認識される，という大胆なアイデアに

まず目を引かれました．文字バランスの

採点方法や段階的なお手本の提示は，習

字の考え方をよく考慮して上手く考えら

れていました．また，慶應大の平山さん

たちによる「Iridescent I/O: シャボン

玉をスイッチとする電子デバイスの提案」

は，「線香花火のような刹那性のある電

子回路」という考え方がアート的で面白

く，発表後の懇親会の場でディスカッシ

ョンが盛り上がりました．「シャボン液

の成分を個々に変えることで吹いた人を

特定できないだろうか」，「シャボン玉

を飛んでいる状態で回路に組み込めない

だろうか」など色々な方向で盛り上がっ

た記憶があります． 

研究会の最後に行われた企画セッショ

ン「アート＆エンタテインメントと論文

査読」は，論文を査読される立場として

は大変勉強になりました．いわゆる「普

通の工学系の論文」とは趣向が異なるア

ート・エンタテインメント系の論文の考

え方は，工学者にとっては馴染みにくい

ものです．査読公開という形でその考え

方を知ることができ，研究に対する私の

考え方に大きな影響を与えたと思います． 

今後も EC系の学会・研究会には積極

的に参加していこうと思っています．あ

りがとうございました．

 

よさこいソーラン祭り 

 

質疑の様子 

 

懇親会でのジン スカン 

 

発表の様子 
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2014年度 新 EC委員紹介 
本年度は新しく，神戸大学 西田健志先生，電気通信大学 野嶋琢也先生，慶応大学 杉浦裕太先生，東京大学 小泉直也さん，関西学院

大学 藤井叙人さん，関西大学 松下光範先生，さらに再任で明治大学 宮下芳明先生，北海道大学 棟方渚先生，計 8名の方が EC研究会

の委員に就任されました．今回は二名の先生をご紹介します． 

他の 6名の先生方は前号（ http://entcomp.org/sig/2013/data/NewsletterVol8.pdf ）をご覧ください． 

 

  
[Information] 

情報処理学会エンタテインメントコンピューティング研究会 ニュースレター 

編集：大槻麻衣（筑波大学） otsuki@emp.tsukuba.ac.jp 

   小泉直也（東京大学） koizumi@nae-lab.org 

 

 

 

Webサイト：http://www.entcomp.org/ 

お問い合わせ：sig@entcomp.org 

http://entcomp.org/sig/2013/data/NewsletterVol8.pdf
mailto:otsuki@emp.tsukuba.ac.jp
mailto:koizumi@nae-lab.org
http://www.entcomp.org/
mailto:sig@entcomp.org
http://ec2014.entcomp.org
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2014年度 イベントスケジュール 

本年度の EC研究会主催・共催・関連イベント一覧です．論文投稿，出張の参考にどうぞ！ 

主催研究会のスケジュールは http://entcomp.org/sig/2013/index.php?page=cfpをご覧ください． 

 

 

http://entcomp.org/sig/2013/index.php?page=cfp

